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ま え が き 

 

 

 少子高齢化の急速な進展等に伴い、労働力人口が減少に転じるなか、労働生産性をいかに

高めていくかが喫緊の政策課題となっている。そして、労働生産性の向上を考えるうえで、

避けて通れないのが｢長時間労働問題｣である。そこで、企業労使の動向を把握するため、 

毎年テーマを変えながら実施している本調査においても、これを取り上げることとした。 

 

長時間労働問題を構成している ｢所定外労働時間の長さ｣ と ｢年次有給休暇の未消化｣ 

に焦点を当て、その発生状況や原因を把握するとともに、より効率的な働き方の実現に向け

て企業の雇用管理はどう変わろうとしているのか、等を展望するため、企業とそこで働く 

労働者（働き盛り世代を中心とする正社員）を対象に、アンケート調査を実施した。 

 

本報告書が、今後の政策論議の活性化に資すれば幸いである。調査の実施に当たり、ご協

力いただいた企業・労働者の方々に、厚く御礼申し上げたい。 
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